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1 Effect of excess dietary tin on the growth of rat and on the 
 levels of copper, zinc and calcium in varions tissues. 
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 1.緒 言
 スズは我 々をとりまく環境中には広 く,不 規則に存
在 してお り,.動植物か ら微量ではあるが広 く検出され
る。 これまでスズは生体内で特異的な生理的役割を果
たす元素であるとは一般に考 えてお らず,こ の面での
                   1)
研究も少ない。 しか し最近になって,Schwarzら はス
ズを完全に除外 して作製 した食餌に異 った量のスズを
添加してラットを飼育 し,ス ズの添加がその生長に効
果があることを認め,ス ズは哺乳動物にとつて必須で
あると考えた。 しか し,生 体内での生理的役割や必要
            2)
量 につ いてはわか って いない。
 スズの毒性の研究は主として有機スズ化合物で検討
             3」
されその毒性が認め られてお り,無 機の塩類は非常に
大量に摂取 した場合にのみ毒性があると考え られてい
た。 しかし,近 年 カン詰食品中のスズに由来すると思
われる食中毒が世界各国で起 こり,日 本でも1963年 ～
1964年 の夏に,オ レンジジュースカンヅメによるかな
                   4)
り大規模な食中毒が発生 したと報告されている。食品
衛生法中,清 涼飲料水のスズ許容限度規格は,150ppm
であるが,こ の時 のオレンジジュースは この値を著 し
く超過 し,な かには400～500ppmの 溶出を認めた例
も報告 されている。 カンヅメ食品中のスズの溶出を調
カ ン ヅ メ 中 の ス ズ
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              5」
べたところ,表 の結果が得 られた。






っていない。 また,ス ズの排泄は主 として腸管か ら行
なわれ,腎 臓の果たす割合は少 ないと言われているが



























第 1回飼育 6ω0.0 7η2.0 7.0 6.8 1. 8 
第 2回飼育 1 45 1 4必6.5 6.4 
表2.飲料水中の金属成分
Sn Zn Cu 
1.64 0.002 
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んど影響はなかった。しかし， 0.6， 1.0 %と Snの添 lOOト
加量が増すにつれ図2に示すように体重増加が著しく
減少した。また，食餌の蛋白消化吸収率が対照75.3%







































のが認みられた。続いて 0.3.0.6. 1.0 %と Snの
添加量が増すにつれ，より著しく肝臓中 Sn含量が増
加しており. 1.0 % Sn添加食では 21.7μgと対照

































五I¥¥J体重(g) I 肝臓(g) I肝臓/体重(%)I腎臓/体重(%)I牌臓/体重ω
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ぷ豆一¥一一一_ -1 Sn(μE) Z山g) I c…g) Ca(mg) 
o % 90 土90.6 453 土308 102 土47.5 I 9.7 土0.89
0.1 255 土93.3lω 土101 72 土21.9 I 9.3 土0.73 I 3.4 土1.12
0.2 254*土45.6 I 506 土198 25**:1 12.8 I 98 土0.86 I 3.0 土0.84












Sn(μg) Zn(μg) Cu(μg) 
108 360 132.0 
0.3 250 288 42.6 
0.6 270 216 20.6 
1.0 300 300 23.5 
表6.肝臓に及ぼす影響-第1回飼育一
Sn(μg) Zn(μ.g) Cu(μg) Ca(μg) 
13.3 108 土 4 12.8 57.2 土19
0.1 16.9 106 .:! 5 48.6 土19
0.2 13.9 94**土 5 56.5 土28
0.3 17.0 95*土11 46.2 土33



















644 348 土 86
706 394 土103
601 380 土 70
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Cu含量は著しく減少しており， 1.0 % Sn添加食では
5.5μgと対照(12.3μg)の約%の Cu量になってい






































































































臓 器|エサ中 Sn(μg) 
I Sn添加量| μ 
o % I 21.2 
I 0.3 18.4 腎臓 I v. v 
i 0.6 28.6 
1.032.6 
o 16.8 
日 I 0.3 25.1 
dし、 出該 | 
I 0.6 36.5 
1.0 32.3 
o 26.5 




































































ていた。特に， 1. 0 % Sn添加食で飼育したネズミの
心臓では32.3μgと，対照(16.8μg)の約2倍の Sn
量が認められた。 また同時に， Cu含量の減少が認め
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